
 
 

【資料２】

薬学教育シラバスの作成について

本機構は、平成 年 月 日に「第２回薬学教育第三者評価に関するワークショップ」

を開催し、「薬学教育評価のエビデンスとしてのシラバス～現在のシラバスは薬学教育プロ

グラムの内容を適切に表していますか？～」をテーマに協議しました。その協議結果を受

け、全国薬科大学長・薬学部長会議（平成 年 月 日）に薬学教育評価のエビデンス

となりうるシラバスの作成に向けて、平成 年度よりシラバスおよび関連資料に記載する

よう努める項目およびその項目を掲載した「薬学教育評価のエビデンス」となりうるシラ

バスを『薬学教育シラバス』と称することを提案し、承認されました。

平成 年度に実施したトライアル評価を機に本機構評価委員会において、あらためて下

記の項目をシラバス作成時に記載することを薬学部薬学科に依頼することを決定しました。

「薬学教育シラバス」に記載する項目

１）カリキュラム全体にかかわる事項の記載

・カリキュラム・マップ

・薬学教育モデル・コアカリキュラムの学生への紹介（学生便覧等でも可）

・実務実習モデル・コアカリキュラムの学生への紹介（学生便覧等でも可）

２）各科目についての基本的記載項目

・授業科目名

・担当教員および所属

・履修年次

・必修・選択科目の区別

・単位数

・授業概要および目標※

・大学独自の薬学専門教育に相当する内容の明示

・授業方法（講義、演習、実習、体験学習、 、 、ロールプレイ、

など）を具体的に明記

・授業計画（１回ごとの授業内容および薬学教育モデル・コアカリキュラムとの

対応）

・成績評価の基準および方法（試験、レポート、観察記録等）

・進級基準（学生便覧でも可）

・教材（教科書、参考書など）

・オフィスアワー

（※：ここで言う「目標」とは、薬学教育モデル・コアカリキュラムの一般目

標（ ）および到達目標（ ）の両方に相当します。）
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